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１ 平成 28年熊本地震への対応
入学式が終わり、歓迎遠足も雨が心配される

中でも滞りなく終了し、

「さぁ１年生も本格的に学校生活に慣れるぞ

～。」と 意気込んだ木曜日の午後９時２６分！

震度７のあの東日本大震災以来の激震が熊本地

方を襲いました。

皆様それぞれの居場所でこの出来事に遭遇さ

れたことと思います。

突き上げるような揺れとそのあとに来る「た

てよこ」の無茶苦茶な揺れで、たいへんだった

ことだろうと思います。学校では水道管が破れ

ました。明るくならないと、被害の全容がつか

めません。他の箇所にも問題があるかもしれま

せん。全容を解明し子どもの安全を確保するに

は、時間が必要です。

そこで、１５日（金）を臨時休業日とし、全

職員で安全確保を図ると同時に子どもたちの安

否確認や次週の時間割等の連絡に追われまし

た。

月曜日からの学校再開の目途もついた１６日

（土）の午前１時２５分、前回の揺れよりもひ

どい激震がまたもや熊本地方を襲いました。

私の自宅への重要なアクセスポイントであ

る、国道５７号線を破壊し、阿蘇の玄関口の象

徴である「阿蘇大橋」（私たちは赤橋と呼んで

いました）をも、その巨大な力で破壊しました。

このときには、各ご家庭でも家屋や家の中の

家財などがたい

へんなことにな

ったことだろう

と思います。

１６日（土）

の夕方、私は横

島小学校に行こ

うと色々なルー

トを試しました

が、消防、警察、

自衛隊に止められ、１６日には横島には入れま

せんでした。

１７日（日）は朝から全く新しいルートを思

いつき、１０時頃には横島小学校にたどり着く

ことができました。

すると・・・・・・！

すでに先生方が大勢学校に駆けつけてくださ

り、子どもたちが安全に学習できる環境を整え

ガラスが散乱したトロフィーケース

るために、作業をしていました。

私は、横島小学校の先生方を誇りに思います。

素晴らしいと、心から思います。自宅の片付け

もあるでしょう。子どもさんのお世話もあるで

しょうに・・・・・。本当に頭が下がります。

しかし、学校

を再開するため

には、もう一踏

ん張りの準備が

必要です。

そういうわけ

で、１８日（月）

も臨時休業日に

して、学校再開

の準備を行いま

した。この日も、

全職員が必死になって「チーム横島」で活動し

てくれました。

子どもたちに聞いたところによると、けがは

なかったようですので、一安心です。

しかし、恐怖の

体験を２度もして

いますので、ひょ

っとしたら、心の

奥底にはショック

が大きな塊として

残っているかもし

れません。

素人では難しい

かもしれません

が、学校職員全員がカウンセラーのつもりで、

子どもさんのお話をしっかり聞き、支えていき

たいと思います。

給食も、調理場内外の点検を済ませたあと、

入念に準備をして２１日（木）より再開したい

と思います。

その間、弁当持参ということになりますが、

どうぞよろしくお願いいたします。

※学校だより「横島小からの風」は、本校 HP
でも見ることができます。
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